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　「モスル解放作戦に参加するのは正規軍と治安機関に限定されるべきだ。人民動員隊が正規軍の指揮下に入れば、話は別だ」 （二〇一六年九月二七日﹃ハヤート﹄ ） 。　これは、 「イスラーム国」 （ＩＳ）







をしたのはなぜな か。それはおそらく、サドルがスンナ派の批判に配慮したからだ。かねて らスンナ派は、人民動員隊を「イランの支援を受けたシーア派民兵の寄合にすぎず、イラク人全体を代表していない」と批判 ていたからだ。では、なぜ人民動員隊はこような批判を受けるのだろうか。　
それにはもちろん理由があった。
そもそも、人民動員隊は、シーア派の殺害を叫ぶＩＳからシーア派コミュニティを守るために シーア派宗教界の呼びかけに応じて結成された。もと と別々であった








した。人民動員隊がイランの支援を受けていたことで、この宗派対立が加速した。人民動員隊はイランの支援を受けたシーア派民兵で、イラク人全体 代表していないというわけだ。モスル解放作戦への人民動員隊 参 が拒否されたのはこれが原因であった。　
それは違う、と人民動員隊の司
令官たち 言い続けてきた 人民動員隊にはスンナ派やキリスト教徒も多数含まれているため、全イラクを代表しているのだ 。　
こうした対立軸のなかでサドル
派が提示したのが、シーア派民兵は解放作戦の前面に出ない、とう代替案であった。 とより、ナショナリズムを重視するサドル派の姿勢は、戦後一貫していた。反米闘争でスンナ派と連携し のもサドル派であり ＩＳとの いでは当初より民兵の党旗を下ろすように呼びかけていた。冒頭の発言は、この政策の延長上にあったのかもしれない。　
サドル派のこうした姿勢は、人
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